
重点課題Ⅰ：経営の安定
重点課題Ⅱ：管理運営の強化

担当部署

　

医療創生大学 法人部門　中期計画実施工程表

戦
略

取
組
項
目

実施目標 実施計画 実施責任者 取組内容／数値目標
重点
事項

2022(令和4)年度
令和4年度までの進捗状況

（自己評価含む）
　目標と実績

今後の計画

2023(令和5)年度
令和5年度までの進捗状況

（自己評価含む）
今後の計画

2024(令和6)年度
令和6年度までの進捗状況

（自己評価含む）
　目標と実績 　目標と実績

今後の計画

戦
略
Ⅰ

財
務
状
況

法人

中期財務工程表
をもとに評価
し、５年後まで
に収支均衡させ
る

・前年度の支出を分
析し、当年度の支出
の抑制を図る

・理事会

経常収支差額比率
（経常収支差額/経常収入）

◎

（目標）▲14％
経常収支差額比率は数値目標を達
成して適切である。人件費比率は
数値目標を超えており不適切であ
る。
  自己点検により経常収支に焦点
を充てることは、今後の就学支援
補助金要件を満たす為にも必要で
ある。

人件費比率
（人件費/経常収入）

（目標）53％

（実績）▲12.4％

（目標）▲9％
経常収支差額比率及び人件費比率
は数値目標を超えており未達成あ
る。
自己点検により経常収支に焦点を
充てることは、今後の修学支援補
助金要件を満たす為にも必要であ
る。

修学支援補助金の要件達成の為、
下記の項目について改善を図りた
い。
「経常収支差額」:4年後にプラス
にする。
「運用資産－外部負債」:運用資
産は外部負債を超えないこととす
る。

（目標）▲3％
経常収支差額比率及び人件費比率
は数値目標を達成した。
自己点検により経常収支に焦点を
充てることは、今後の修学支援補
助金要件を満たす為にも必要であ
る。（目標）52％ （目標）51％

（実績）▲12.2％ （実績）0.6％

（実績）54.8％ （実績）55.6％ （実績）48.9％

修学支援補助金の要件達成の為、
下記の項目について改善を図りた
い。
「経常収支差額」をプラスで継続
する。
「運用資産－外部負債」:運用資
産は外部負債を超えないこととす
る。

就学支援補助金の要件達成の為、
下記の項目について改善を図りた
い。
「経常収支差額」:5年後にプラス
にする。
「運用資産－外部負債」:運用資
産は外部負債を超えないこととす
る。

（目標）　55点
（％）

戦
略
Ⅱ

管
理
・
運
営

法人

主体性を重んじ
公共性を高める
自律的なガバナ
ンスを確保し、
より強固な経営
基盤と、時代の
変化に対応する
大学づくりを進
める。

ガバナンスコードの
遵守状況を可視化
し、運営の適切化を
進める。

・理事会
ガバナンスコード
チェックリスト点数

◎

（目標）　50点（％）

ガバナンスコード点検項目263項
目のうち、247項目を達成した。
令和3年度時の未達成項目のう
ち、改善が可能なものから取り組
み、7項目を改善し適切に取り組
んだと考えている。

「△（一部未達成）」が12項目、
「×（未達成）」が4項目となっ
ている。次年度は3つの項目につ
いて改善するように取り組む。
（理事会の議決事項の明確化、理
事及び大学運営責任者の業務執行
の監督、海外の協定校及び海外派
遣学生数）

（実績）  94点（％）
（実績）94.7点
（％）

（実績）　94.7％

ガバナンスコードの277項目のう
ち、チェック対象項目は263項目
であり、そのうち達成できている
項目（○）は249項目
（94.7％）、一部未達成（△）の
項目は10項目（3.8％）、未達成
（×）の項目は4項目（1.5％）で
ある。当初の数値目標の55点
（％）に対して、94.7％の達成率
である。

引き続き、未達成（一部未達成）
の項目の改善に取り組むことは当
然であるが、私学法の改正に伴
い、ガバナンスコード自体の見直
し、点検も行う必要がある。

（目標）　60％

現行のガバナンスコードチェック
対象項目は263項目であり、その
うち達成できている項目は249項
目（94.7％）、一部未達成の項目
は10項目（3.8％）、未達成の項
目は4項目（1.5％）である。60％
の数値目標に対して、94.7％の達
成率であり、評価できる。

私立学校法の改正に伴い、私立大
学協会より示されている「私立大
学ガバナンス・コード＜第2.0 版
＞」に基づき、2025年度のガバナ
ンスコードの策定に取り組む予定
である。
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学校法人医療創生大学　柏キャンパス　中期計画実施工程表
重点課題Ⅰ：教育の質保証
重点課題Ⅱ：満足度向上
重点課題Ⅲ：社会的評価の向上

戦
略

取
組
項
目

実施目標 実施計画 実施責任者 取組内容／数値目標
重点
事項

2022(令和4)年度
令和4年度までの進捗状況

（自己評価含む） 今後の計画

2023(令和5)年度
令和5年度までの進捗状況

（自己評価含む）
今後の計画

戦
略
Ⅰ

(

1

)

教
育
課
程
と
学
修
成
果

・学部

・国家試験合格に向け
た学力の担保

・教育の質を保証する
体制（サイクル）の確
立

・学生の国際交流に向
けた交流拠点の開拓

・年間の各単位において、国家試
験対策定期目標指数「成績基準・
試験、（模試）成績、授業評価の
妥当性、学生の学習到達度」など
を検証し、学修成果を学生が可視
化できる取組を目指す。

・学生の学習到達度の検証や学生
の学修成果の結果を受けて、教育
支援のための研修会や情報交換会
を継続的に実施する。

・副学長
・学部長
・教務学生課長

　国家試験対策として、1・2年
生は模擬試験を1回実施し受験
率は100％であった。3年生は2
回実施した。受験率は一回目は
90％、二回目は89％であった。
全国に比較して正答率の低い問
題42問については学部教員によ
る解説講義を急遽実施、学習が
一人で出来ない学生のために
バーチャル自習室を設置し、業
者のオンライン講習会を案内す
るなどの対策を講じた。
　一方で留年率は1.6％であ
り、心身両面の不調を抱える学
生もみられた。今後の対策が必
要である。

今後は、2023年度の取り組み結
果を踏まえ、学習支援体制を許
可していく。同時に低学力層に
対してはチューター制度の強化
を図るとともに、留年や離籍に
かかわる学生に対しては、保護
者との連携を密にしながら支援
体制を強化・構築していく。少
し時間がかかっても看護職を目
指したいと希望する学生もみら
れるため、保護者とも連携し休
学中に学習継続の気持ちが途切
れることのないような支援が必
要である。

実績：約7時間/週 実績：約7時間/週

就職率

目標：設置審中 目標：設置審中

実績：― 実績：―

学修行動調査
（授業時間以外の学修時間）

◎

目標：10時間以上/1週間
国家試験対策の模擬試験は各学
年とも年2回実施した。模擬試
験の低学力層に対して、積極的
な補修活動を実施した。1年間
週1回の割合で継続した学生の
模擬試験成績は上昇傾向にあ
り、前期科目で再試験や未習得
科目があった学生も後期科目は
再試験が減り、未習得科目がな
くなった。
・留年率4％以内、離籍率3％以
内は達成できたが低学力層は一
定数存在している。

今後は、2022年度の取り組み結
果を踏まえ、学習支援体制を許
可していく。同時に低学力層に
対してはチューター制度の強化
を図るとともに、留年や離籍に
かかわる学生に対しては、保護
者との連携を密にしながら支援
体制を強化・構築していく。

目標：25％以上 目標：30％

実績：57％ 実績：38％

目標：10時間以上/1週間

国際交流拠点の開拓 ◎

目標：2ヶ所 目標：2ヶ所

国家試験合格率

目標：設置審中 目標：設置審中

実績：― 実績：―

実績：2ヶ所 実績：2ヶ所

留年率

目標：4％未満 目標：4％未満

実績：3.0％ 実績：1.6％

戦
略
Ⅰ

（

3
）

研
究
活
動

・学部

・外部研究費の獲得

・競争的資金の採択

・国際関連の大型資金
の確保

・申請説明会等を実施する。

・組織的に申請書チェックを行
う。

・研究業績を年度更新しガルーン
へ保管する。

・副学長
・学部長

　外部資金獲得は、科学研究費
が11件（代表）が採択されてお
り新規採択3件、継続中のもの
は5件であった。助成金等の採
択は2件（学術学会1件、企業助
成1件）あった。研究業績書の
提出は100％であった。2023年
における科学研究費の新規採択
率は38％であった。

　外部資金未申請の教員が複数
人いるので全員の応募を促す。
教員評価に対して、研究の重み
づけを現状の15％よりも重く
し、大型資金獲得者にはインセ
ンティブを与えるような仕組み
づくりが必要である。

実績：2件 実績：4

研究業績管理
目標：100％ 目標：100％

実績：100％ 実績：100％

外部資金獲得件数 ◎
目標：3件 外部資金獲得は、科学研究費

（代表）4件の新規採択、継続
中のものは5件であった。助成
金等の採択は2件（学術学会1
件、企業助成1件）あった。研
究業績書の提出は100％であっ
た。科研費採択率は57％であっ
た。

外部資金を未申請の教員が複数
人いるので全員の応募を促す。
教員評価に対して、研究の重み
づけを現状の15％よりも重く
し、大型資金獲得者にはインセ
ンティブを与えるような仕組み
づくりが必要である。

目標：3件以上

科研費採択率
（採択数/申請数）

◎

目標：100％

実績：100％ 実績：100％

目標：70％
ネットワーク環境の充実は学習
にとって必須である。今年度の
後半からいわきキャンパスの
サーバーに一元化し、2023年か
ら実施した。

無線LAN稼働に大きな問題は生
じていない。今後はセキュリ
ティー対策にも力を入れなが
ら、安全に学習できるような
ネットワーク環境を構築してい
く。

目標：70％
　ネットワーク環境の充実は学
習にとって必須である。今年度
の後半からいわきキャンパスの
サーバーに一元化し、2023年か
ら実施した。一元化による障害
は特に生じていない。

　無線LAN稼働に大きな問題は
生じていない。今後はセキュリ
ティ対策にも力を入れながら、
安全に学習できるようなネット
ワーク環境の更なる構築を目指
していく。

実績：67.3％ 実績：70％

戦
略
Ⅱ

（

5
）

学
生
支
援
計
画

・学部
・研究科
・教務学生課

・調査結果を活かした
環境改善、各種支援の
強化等により、学生満
足度70％を達成する

・教職協働、学部横断による学生
満足度調査の実施
・検討された支援方策や改善内容
について、学生に向けた適切な情
報の公表
・学生の心理面への調査検討、お
よび実施
・各調査結果に基づく支援の検
討、環境改善・教育指導

・副学長
・学部長
・教務学生課長

ICTシステム設備稼働率

目標：100％

学生ポータルサイトの構築と活
用

目標：100％

戦
略
Ⅰ

（

4
）

教
育
研
究
環
境
・

設
備
等
整
備
計
画

・教務学生課
・総務課

・ICT技術を活用した
授業を実施するための
環境を提供する。

・施設修繕計画に則り
教育に支障のない適切
な整備を進める

・無線LAN等のネットワーク

・学外接続ネットワーク環境の充
実

・施設・設備の維持管理
・教務学生課長
・総務課長

ネットワーク・無線LANの整備
状況に関する満足度調査

学生満足度調査

目標：100％
離籍率は2.4％(4/165名)であっ
た。保護者との連携をとりなが
ら春と秋の定期チュータ一面談
し、学生アンケートの実施・学
生へのフ ィードバックを実施
した。保護者と成績共有、要注
意要指導学生の状況を共有し学
生支援に繋げた。
・保護者への学生の成績配布の
前後に保護者面談の案内を配布
し、チューターとの個別面談を
実施した。

学生の満足度は、平均70％は超
えているが、施設設備について
は一部低い結果となっているた
め、今後の改善に向けた検討が
必要であるとともに、学生への
回答も必要となる。

目標：100％

離籍率

目標：4％ 目標：2％未満

目標：100％
オープンキャンパスは昨年度よ
りも来場者数は増えており広報
活動の効果が確認できる結果で
あった。大学説明会は49件に参
加した。高校訪問は千葉県、関
東圏内を中心に実施した。柏
キャンパスの図書館ホームペー
ジのリニューアルに加え、学部
ホームページの全面的リニュー
アルに着手した。令和5年度入
学者は83名であった。定員充足
率100％を超える結果となっ
た。

さらに積極的な入試広報活動に
よって本学部の魅力を伝えるこ
とができるよう、魅力的なオー
プンキャンパスを企画するよう
にしていきたい。ホームページ
のリニューアルを開始したが、
作業の進捗は遅れている。今後
は既存のホームページ情報と修
正データの入れ替え作業が本格
化するため、いわきキャンパス
とのより一層の連携が求められ
る。

目標：100％
　オープンキャンパスを年度内
に9回実施し、高校訪問なども
積極的に実施し、受験者数は確
保できた。今後も本学部の魅力
をより一層の広報活動を実施し
ていく計画である。ホームペー
ジやSNSを効果的に活用し、幅
広い地域からの学生募集活動を
進める必要がある。
　2月の入試を終えた時点で合
格者は93名であった。入学時点
で69名(充足率：86％)となり辞
退者が多くみられた。今後、よ
り多くの受験生が受験機会を得
られるように入試日程などを検
討していく。とくに社会人の確
保が課題である。

　積極的な入試広報活動によっ
て本学部の魅力を伝えることが
できるよう、魅力的なオープン
キャンパスを企画するようにし
ていきたい。ホームページから
の広報活動に力を入れて、県外
からの受験生を呼び込むことを
検討していく必要がある。
　今後は既存のホームページの
情報と修正データの入れ替え作
業がスムーズに出来るようにし
ていくことが求められると同時
に、いわきキャンパスとのより
一層の連携が求められる。

実績：104％ 実績：86％

実績：2.4％ 実績：5.7％

　離籍率は5.7％であり、離籍
者数は14名（1年生7名、2年生6
名、3年生1名）であった。理由
は、進路変更、体調不良や留年
による修学意欲低下であった。
低学年の段階で進路変更を決定
するケースが多かった。
　チュータ面談を必要時に適宜
実施した。学生が自身の学修達
成状況を点検しつつ歩めるよう
に、困りごとやつまずきの内容
を把握しつつ支援を行ってい
る。

　学生の満足度は、平均70％は
超えているが、施設設備につい
ては一部低い結果となっている
ため、今後の改善に向けた検討
が必要であるとともに、学生へ
の回答も必要となる。保護者会
を開催し、学生生活支援に関す
る教員と保護者との連携を深め
る必要がある。

実績：70％ 実績：70％

目標：40％以上

実績：41％ 実績：56％

目標：100％

実績：100％ 実績：100％

合格率

目標：2倍 目標：2倍

実績：92.4％ 実績：1.09倍

志願倍率

目標：2倍 目標：2倍

実績：1.55倍 実績：1.35倍

歩留率

目標：40％ 目標：40％以上

実績：75.4％ 実績：74％

戦
略
Ⅲ

（

7
）

社
会
貢
献

・学部
・看護キャリア
教育研究セン
ター
・総務課

・医療施設（看護
職）・地域（看護）活
動に資す教育訓練の実
施・支援を通じて、医
療創生大学（国際看護
学部）の社会的プレゼ
ンス向上を図る

・広報・外部連携体制の整備
（HP、相談窓口など）
・医療機関（看護職）の教育・研
究にかかる情報利用支援
・大学・地域行政機関・医療施設
における研修会の企画および実施
・外部医療機関での看護職員教育
の支援（特定行為研修、新任職員
研修など）

・副学長
・学部長
・看護キャリア教
育研究センター長
・総務課

県外入学者数

目標：40％以上

戦
略
Ⅲ

（

6
）

学
生
支
援
計
画

・学部
・教務学生課

入学定員充足率を
100％にする。補佐的
に志願倍率、合格率、
歩留率を設定する。今
後、18歳人口が減少し
ていくことから、県外
からの入学者数を増
やす。

・広報用媒体の充実（WEB版の
オープンキャンパス等）

・対面広報（オープンキャンパ
ス、高校ガイダンス、進学ガ
イダンス、高校訪問、高大連携、
中学生向けガイダンス）

・学部長
・教務学生課長

入学定員充足率

情報利用支援にかかる講習会実
施

目標：1件

ホームページのコンテンツ、デ
ザインの概要を決定し業者に製
作を依頼した。今後、国際看護
学部ＨＰと合わせて作成し公開
準備を行う。
　国際看護学部の教育カリキュ
ラム資料をウズベキスタンに提
供、本学と同国関連機関との連
携を準備した。

今後とも、自治体および外部医
療機関のニーズを踏まえ、また
機会を捉えて、本センター（お
よび国際看護学部）の貢献でき
る活動を推進して行きたいと考
えられる。先ずは再教育のため
の研修会の実施を企画し実行す
る。

目標：1件

外部医療機関における職員研修
の支援実施

目標：4件 目標：4件

・国際看護学部が開設して３年
目で完成年度までは収入・支出
ともに大きく増加して行くこと
となるが、今年度は改組した専
門学校が昨年度閉校となり専門
学校から通信費、委託費や借入
等の固定的な支出を引き継ぐこ
ととなる。そのため、完成年度
に満たない今年度は前期同様、
引き続き、特に支出の抑制を図
る必要がある。

・電気ガス料金の高騰による光
熱水費支出の増加、学生増によ
る紙類など消耗品費の増加、領
域別実習要項等の学生配布資料
増加による印刷製本費支出の増
加、学生確保のための広報費の
増加が目立っているため、継続
して、節電・消耗品の管理徹
底・広報戦略効率を図り、ま
た、食堂直営運営経費の削減を
業者依頼との経費分岐点を精査
する必要がある。

完成年度となり、補助金対象の
学校会計原則に基づき、学生生
徒納付金および経常費補助金の
収入管理の確定、厳格な予算書
作成し、支出を制御することを
目的とした学校法人会計処理を
明確に表示していく。
前年度同様に継続して、節電・
消耗品の管理徹底・広報戦略効
率を図り支出の管理を徹底して
いく。

実績：▲42％ 実績：▲42％

実績：3件 実績：2件

戦
略
Ⅲ

（

8
）

財
務
状
況

・総務課

・中期財務工程表をも
とに評価し、5年後ま
でに収支均衡させる。

・前年度の支出を分析し、当年度
の支出の抑制を図る。

・補助金の増収を目指し、要件の
検証を行う

・理事会

教育活動収支差額比率
（教育活動資金収支差額/教育

活動資金収入計）

　キャリア教育研究センターの
ホームページを通じて外部機関
への看護職員の研修に向けた広
報活動を実施した。また国際看
護学部の臨地実習場所の施設等
を中心にセンター事業を広報し
外部医療機関に働きかけを行っ
た。
　また千葉県の「看護職員卒後
フォローアップ研修事業」に参
画し研修を実施した。参加者は
20名で「食への思いを支える摂
食嚥下の看護ケア」をテーマと
し、柏たなか病院とAOI国際病
院との連携の下に5日間の研修
を実施した。
　日本の看護教育制度について
講演をし資料等をウズベキスタ
ンに提供、本学と同国の関連機
関との連携について企画した。

　今後とも、自治体および外部
医療機関のニーズを踏まえ、ま
た機会を捉えて、本センター
（および国際看護学部）の貢献
できる活動を推進して行きたい
と考えられる。
　今後の計画として令和6年度
に向けて、柏市地域子育て支援
拠点「はぐはぐひろば柏たな
か」と、子育て支援事業の共同
参画に関する企画を予定してい
る。今後さらに再教育のための
研修会を実施し実行していく。
　情報の利用支援に関する講習
会の実施はこれからの情報化社
会への対応として必須である。
具体的な研修プログラムの開発
を急ぎたい。

実績：2件 実績：0件

研修会・講演会の実施に向けた
行政・医療機関との検討あるい

は実施

目標：3件 目標：3件

実績：2件 実績：2件

経常収支差額比率
（経常収支差額/経常収入）

目標：100％ 2023から取りやめ

実績：実施困難 2023から取りやめ

目標：99％

教育研究費支出および管理経費
支出については、節約実施を継
続し支出抑制は図られている。
また、教員人件費および職員人
件費も見込内で推移しており、
概ね順調に進んでいる。

今年度は、光熱水費の増加に加
え紙類など消耗品費の増加な
ど、教育研究費支出および管理
経費支出について、さらなる節
約実施を行う。教員人件費およ
び職運人件費についても比率減
に努める。

目標：99％

2023から取りやめ

実績：実施困難 2023から取りやめ

事業活動収支差額比率（基本金
組入前当年度収支差額/

事業活動収入）

目標：82％ 2023から取りやめ

実績：実施困難 2023から取りやめ

戦
略
Ⅲ

（

9
）

管
理
・

運
営

・総務課
・企画課
・教務学生
課

内部質保証システムの
仕組みの有効性を指標
をもとに検証し、向上
させる。

・ガバナンスコードの達成状況を
年度末に点検する

・SDを開催する
・全学教育委員会
員

人件費比率
（人件費/経常収入）

目標：116％

実績：実施困難 2023から取りやめ

SD参加率
目標：100％ 2023から取りやめ

実績：100％ 2023から取りやめ

ガバナンスコード
チェックリスト点数

目標： SD研修会参加率の目標100％を
達成した。

SD研修の充実に努め、参加率
100％への取り組みを継続して
いく。

2023から取りやめ

2024(令和6)年度
令和6年度までの進捗状況

（自己評価含む）
今後の計画

目標：10時間以上/1
週間

　学修行動調査では、全学年平
均週20時間であった。学習場所
の確保が課題となっている。
　国際交流拠点は、実習先であ
るタイ王国ランパーン県総合病
院との提携を進めている。
　留年率は8.0％、留年者数24
名（1年生4名、2年生17名、3年
生3名）であった。2年生の割合
が高いのは、本格的に専門科目
の学習が始まるために科目修得
が困難な学生が多かった。
　国家試験合格率は81名が受験
し72名が合格した。合格率は
89％であった。国家試験対策に
向け一層の工夫が必要である。

　学習場所の支援については、
教室や図書館などの学内での学
習環境を整備し、自己学習の場
を提供していく。就職先未定の
1名は、国家試験不合格者であ
る。来年の受験に向けた支援を
行う予定である。国際交流拠点
は、国外の実習病院をベースに
して交流を深める予定である。
　留年率の高い2学年について
は、専門科目のチューターを中
心とした学習支援体制を検討し
ている。国家試験の支援対策に
ついては、チューターを中心に
自己学習を支援する環境づくり
を検討していく。

実績：約20時間/週

目標：100％

実績：98.8％

目標：3ヶ所

　科学研究費の申請件数は10件
で35％の教員が申請した。その
うち採択は4件であった。採択
率は40％で目標値を超えた。代
表者としての継続は7件であ
る。
　研究業績は教員評価票にて把
握しており、全員が提出してお
り目標値(100％)を達成した。

　研究業績は、研究業績を重ね
ている教員は科学研究費の採択
と連動している。一方で研究業
績の無い教員に関しては外部資
金の獲得もほとんどない事か
ら、研究面での指導が必要であ
る。科学研究費は、全ての教員
がエントリーし、採択に繋がる
仕組みづくりを企画していく。

実績：4件（新規）

目標：100％

実績：100％

目標：30％

実績：40％（4/10）

実績：1か所

目標：4％未満

実績：8％

目標：100％

実績：89%

目標：3件以上

目標：100％
　学生生活満足度調査の質問項
目の精査を行った。学生の満足
度は86.9％の学生が満足と回答
したが回収率の低さが課題。
　柏キャンパスではK-Port（学
生ポータルサイト）を通じて直
接学生への通知可能な連絡網を
構築し機能させている。
　全学生数299名（1年生69名、
2年生87名、3年生62名、4年生
81名）の離籍率は3.7％で11名
であった。

　学生満足度から学生生活全般
についての満足度は87.0％で
あった。12.1％が不満としてお
り不満要因の解消に努めたい。
　学生のポータルサイトの目的
を周知したうえで、多くの学生
が活用できるように周知する。
　離籍率は1年生7.2％、2年生
6.9％と低学年で高い。3・4年
生では離籍者はいなかった。低
学年への就学サポートをチュー
ターを中心に実施し保護者との
連携も深めていく必要がある。

実績：54%

目標：100％

実績：100％

目標：2％未満

実績：3.7％

目標：70％
　ネットワークの整備状況に関
する満足度は、Wi-Fi の通信環
境の改善に関する項目では1年
生においては、70％を超える満
足度であったが、学年が進むご
とに満足度は低くなり、2年で
は63％、3年生に至っては43％
の満足度となっている。全学年
では　　％の満足となってい
る。

　ICTシステムの稼働について
は、全学年が揃っても特に問題
なく100％稼働している。引き
続き問題が発生しないよう機器
の維持管理に努める。周辺機器
の問題に関しては、高学年の学
生たちの要望を具体的に把握
し、可能な範囲での対応を検討
していく予定である。

実績：60.3%

目標：100％

実績：100％

目標：100％
・2025年4月の入学者数は83名
で定員充足率は104％で数値目
標を達成した。
・2025年の志願者は177名、受
験者は165名、合格者129名、辞
退者1名、入学者83名で、合格
率以外の項目は数値目標を達成
した。

・今後も数値目標の達成はもち
ろん。さらに志願倍率・合格倍
率を高めていく。また、多くの
受験生が受験機会を得られるよ
うに、入試日程を今年同様に確
保していく。

実績：104％

目標：2倍

実績：2.2倍

目標：2倍

実績：1.6倍

目標：40％以上

実績：64％

目標：40％以上

実績：60％

目標：1件

　看護キャリア研究センター事
業として、子育て支援センター
「はぐはぐひろば柏たなか」と
の共同企画（柏市の子育て支援
事業への参画）：プレパパ・プ
レママ支援目的の「たまご学
級」を3回/年実施した。また、
柏たなか病院主催の特定行為研
修の協力機関として4～11月ま
でに特定行為研修の講義・演
習・実習を本学部にて協力実施
した。
　病院の研修協力として、本学
部教員による看護倫理に関する
研修も実施した。

　情報活用のリカレント教育の
実施や、地域貢献を見据えた外
部医療機関の職員研修などの支
援を実施していく。また子育て
支援センターとの共同実施や柏
北部地域包括支援センターとの
共同事業は引き続き行ってい
く。
　さらに病院施設職員の支援研
修実施のための広報活動のため
に開設したホームページを活用
して更なる広報活動の推進、整
備を図る。

実績：0件

目標：3件

実績：4件

目標：4件

実績：3件

2023から取りやめ

2023から取りやめ

2023から取りやめ

2023から取りやめ

目標:▲8％

・人件費、広報活動費支出が多
かったため、全体の経費見直し
を含め光熱水費や消耗品の削減
も管理徹底する。

・光熱水費や消耗品の削減も管
理徹底する。修繕費支出、広報
活動費の予算見込みも管理の改
善をしていく。

実績:19.83％

2023から取りやめ

2023から取りやめ

2023から取りやめ

2023から取りやめ

2023から取りやめ

2023から取りやめ



重点課題Ⅰ：教育の質保証
重点課題Ⅱ：満足度向上
重点課題Ⅲ：社会的評価の向上

報告月

対応部局 実施報告担当部局

11月

教務委員会

翌年度4月

学部・教務学生課

翌年度4月

FD・SD委員会

翌年度4月

学部・教務学生課

翌年度4月

学部・教務学生課

翌年度4月

総務課

7月

教務学生課

翌年度4月

総務課

11月

Dx推進委員会

11月

Dx推進委員会

11月

学生生活委員会

7月

学生生活委員会

翌年度4月

学部・教務学生課

11月

教務学生課

翌年度4月

学部・企画課

翌年度4月

企画課

翌年度4月

企画課

翌年度4月

企画課

翌年度4月

企画課

1月

健康科学RC運営委員会

翌年度4月

健康科学RC運営委員会

翌年度7月

総務課

医療創生大学いわきキャンパス　中期計画実施工程表

戦
略

取
組
項
目

実施目標 実施計画
実施

責任者
取組内容／数値目標

重点
事項

2022(令和4)年度
令和4年度までの進捗状況

（自己評価含む）
　目標と実績 　目標と実績

戦
略
Ⅰ

(

1

)

教
育
課
程
と
学
修
成
果

・学部

・研究科

・教務学生
課

・教務委員
会

・FD・SD委
員会

・大学の理念・目的を実
現するため、学修成果の
可視化を通じてポリシー
の評価検証を行う。
・質保証サイクルを実質
化する

・学部、学年、年間の各単
位において、「成績基準・
試験、（模試）成績、、授
業評価の妥当性、学生の学
習到達度」であるディプロ
マポリシーの達成度を検証
し、学修成果を学生が可視
化できる取組を目指してい
くこととする。
・達成度評価の基づき、Ｆ
Ｄ・ＳＤ研修を実施し改善
に努める。

今後の計画

2024(令和6)年度
令和6年度までの進捗状況

（自己評価含む）今後の計画

2023(令和5)年度
令和5年度までの進捗状況

（自己評価含む）
今後の計画

（目標）100％

（実績）98.3％ （実績）99.6％ （実績）99.1％

（目標）
　11時間以上　81％

・成績基準・試験、（模試）成
績、授業評価の妥当性、ディプロ
マポリシーの達成度を検証するこ
と、及び学生が学修成果を可視化
するためのシステムを導入し、
データの整備を行った。また、本
システムの愛称を「あおい」と称
することとした。
・FDは「本学における学修成果の
可視化ツールの活用法」に関する
内容を実施し、教職員に教育の質
保証に対する社会情勢の理解、導
入目的、ツールの活用方法などに
関する知識の醸成を図った。SDは
「性別違和を抱える学生への対
応」に関する内容を実施、教職員
に多様な学生のそれぞれの辛さを
理解し、認め、適切な「配慮」と
「支援（行動）」が行える知識の
醸成を図った。

（実績）15.6％ （実績）15.28％ （実績）15.88%

（目標）
　11時間以上　80％

・成績基準・試験、（模試）成績、
授業評価の妥当性、ディプロマポリ
シーの達成度を検証すること、及び
学生が学修成果を可視化できるよう
なシステムを検討し導入した。
・FD・SDは「学修成果の把握と可視
化～ルーブリック作成と活用方法」
に関する内容を実施し、教職員に成
績評価の目的・意義、ルーブリック
評価表の作成・活用に関する知識の
醸成を図った。

令和5年度に導入したシステム（シ
ゲル）を活用し学生が学修成果を可
視化できるようにするため、大学が
設定している観点別（知識・技能、
思考力・判断力、関心・意欲・態度
等）に学修成果が可視化できるよう
に設定する準備を行い、令和6年度
後期にはテスト運用ができるように
実施していく計画である。

（目標）100％

（実績）新卒
　　薬剤師：87.1％
　　看護師：85.5％
　　保健師：95.0％
作業療法士：89.3％
理学療法士：96.4％

（目標）
　11時間以上　78％

学修行動調査の設問・対象学年を見
直し、学修実態の把握と学生の回答
し易さを考慮して検討・実施した。
履修している授業の予習・復習・課
題の学習時間とそれ以外の学修時間
を別設問とし、各学部の分析結果を
基に学修成果の可視化につなげるこ
とを目的に設定したものである。
授業時間以外の学習時間11時間以上
の割合は15.6％で、目標値の78％を
達成することはできなかったが、学
習成果を学生自身が認識できる仕組
みを構築する基礎データを得ること
が出来た。

学習成果の可視化に向け、得られた
基礎データを基にシステムの導入に
ついて検討する。
目標数値を達成するため、学修行動
調査の結果に基づき、FDおよびSD研
修会を実施する。

（目標）100％

（実績）100％

留年率 ◎
（目標）5.5％ （目標）5.4% （目標）5.3%

（実績）6.8％ （実績）6.8％

◎
（目標）100％ （目標）100％

（実績）100％ （実績）100％
FDSD参加率

（実績）新卒
　　薬剤師：66.7％
　　看護師：89.6％
　　保健師：88.2％
作業療法士：81.0％
理学療法士：93.4％

戦
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研
究
活
動

・学部

・外部研究費の獲得
・競争的資金の採択

・申請説明会等を実施す
る。
・組織的に申請書チェック
を行う。
・研究業績を年度更新しガ
ルーンへ保管する。

学部長

外部資金獲得件数

（実績）4.5%

国家試験合格率 ◎

（目標）100％ （目標）100％ （目標）100％

（実績）87.3％

学長代行

学修行動調査
（授業時間以外の学修時間）

就職率 ◎

（実績）　2件 （実績）　5件 （実績）　8件

（目標）100％

（実績）98.8%

・各個人の主な研究業績は、常に大
学のホームページで公開し管理され
ており、研究業績管理として別用の
ファイルを作成することは教員の負
担であったため、負担軽減を目的と
して、学部長、研究科長の意見を聴
取した上で、令和7年度以降は別葉
での研究業績管理を実施しないこと
とした。

（目標）　5件

研究業績の管理は通年100％を達成
した。
学内共通ドライブ（Tドライブ）を
活用し、効率良く情報を共有するこ
とができた。

【外部資金獲得件数】2件
【科研費採択率】18.5％

研究業績データの運用方法を検討す
る。
【外部研究費の獲得】
①研究費公募情報の収集。
②研究費公募案内をGaroonで周知し
申請を促す。
【競争的資金の採択】
①申請書の書き方説明会を開催。
②科研費申請アドバイザーによる個
別相談会と申請者の個別レクチャー
を実施。

（目標）　5件

・研究業績管理の作成について、1
月10日にいわきキャンパスの教職員
へ通知し66％の教員が業績管理フォ
ルダに業績を格納した。

（実績）15.8％ （実績）10.8%

科研費採択率
（採択数/申請数）

◎

（目標）15％ （目標）20%

研究業績管理

（目標）100％ （目標）100％

（実績）100％ （実績）66%

(実績)41.4％ (実績)　40.7% (実績) 62%

(目標) 20％

・無線LANについては、学内ネット
ワーク全体での無線ＬＡＮ利用満足
度は満足が前年の35.4%から40.7%満
足へ増加していおり、前年度１月に
行った増強工事の結果が反映された
ものになっている。
・ICTシステム利用率については、
現行機器で発生する障害のについ
て、退避策を確認した。

・無線LANについては、年度末に追
加で実施した無線ＬＡＮの満足度調
査、および追加整備を実施する。
・教室整備については、障害の退避
策を実施後、アンケートを行う。

ネットワーク・無線LANの
利用状況に関する満足度調

査
◎

(目標) 65％
無線LANの満足度は調査の結果、満
足41.4%、不満35.8%となった。半導
体不足の影響により予定した増強工
事が年度内に行えない状況が生じて
いる。
ICTシステム設備利用率について
は、実施予定であったが未実施であ
る。実施前に、調査対象教室の利用
を推進する取り組みを行う方針とし
た。

年度末に実施した無線LANの整備に
ついての満足度調査および、追加整
備を実施する。
教室設備については、対象教室利用
者向けアンケートの実施を行う。

(目標) 85%

ICTシステム設備利用率

(目標) 30%

戦
略
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学
生
支
援
計
画

・学部

・研究科

・教務学生
課

・学生生活
委員会

・調査結果を活かした環
境改善、各種支援の強化
等により、学生満足度を
70％を達成する

・教職協働、学部横断によ
る学生満足度調査内容の見
直し
・検討された支援方策や改
善内容について、学生に向
けた適切な情報の公表
・学生の心理面への調査検
討、および実施
・各調査結果に基づく支援
の検討、環境改善
・教育指導
・大学と保護者の情報共有
を促進し、学生支援の連携
を図るため調査を実施

副学長

(目標) 50%

(実績) 未実施 (実績)　― (実績)　―

戦
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教
育
研
究
環

境
・
施
設
等
整
備
計

画

・学部
・教務学生
課
・総務課
・Dx推進委
員会

・遠隔講義やICT技術を活
用した授業を実施するた
めの環境を提供する。
・施設修繕計画を則り、
教育に支障のない適切な
整備を進める

・無線ＬＡＮ、建屋間ネッ
トワークおよび学外接続
ネットワークの改善を行う
・施設・設備の更新及び修
繕を行う

情報ｼｽﾃ
ﾑ・ｾｷｭﾘ
ﾃｨ委員長

学生満足度調査 ◎

（目標）50％

学生満足度調査の内容を見直し、全
学部・全学年に対して実施した結
果、満足度71.3％であり、今年度の
目標値50％を達成。
学生満足度調査の結果を分析し、学
生満足度が低下している要因とし
て、4項目の改善を計画・実行。
新たな試みとして学生パーソナル調
査（仮称）について心理学部教員の
助言を得て計画を立案。
離籍率は4.5％で、目標3.5％は未達
成であった。
保護者満足度調査は24.7％の回答を
得た。本学に対する総合評価とし
て、5段階評価のうち「満足」「や
や満足」が77.3％を占め、目標とし
た60％を達成。

最終的な目標値である70％引き続き
学生満足度調査を実施し、結果から
学内環境の改善に繋げることで、最
終的な目標値である満足度70％を達
成する。
学生パーソナル調査を実行に移し、
学生個々の個性を把握することで離
籍防止の糸口とする。
保護者満足度調査では、回答率が3
割を切っていたため、プラット
フォームのC-Learning for Parents
のログイン率を上げる

（目標）55％

学生パーソナル調査
（仮称）

保護者満足度調査

（目標）60％ （目標）60％

（実績）77.3% （実績）79.4％

◎

（目標）3.5％ （目標）3.0％

（実績）4.5％ （実績）3.1％

（実績）調査計画策定
済

（実績）　―

（実績）3.7%

2024から取りやめ

（目標）60％

・令和6年度いわきキャンパスの学
生満足度調査は回答率が68.6％で
昨年度68.1％よりも増加した。
・離籍率は3.7%と目標へは届かな
かった。学部別に見ると薬学部は
2.2％（昨年4.2％）と大きく改善
した。一方、健康医療科学部は
6.1％（昨年3.7％）と離籍率が増
加した。
・保護者の満足度調査は入学直後
の情報を取得するため、次年度の
６月に実施することとした。

（実績）71.3％ （実績）68.1％ （実績）68.6%

（目標）調査計画策定

・令和5年度いわきキャンパスの学
生満足度は回答率が68.1％で昨年度
67.3％よりも増加した。
・学生パーソナル調査は、学生生活
委員会で慎重に審議した結果、個人
情報保護の観点から実施を見送るこ
ととした。
・離籍率は3.1%と目標へは届かな
かったものの、昨年度の3.6%と比べ
改善が見受けられた。
・保護者の満足度調査は回答率が
4％（34/824）と低かったものの、
79.4%(27/34）の保護者から満足、
やや満足と回答を得られた。
・父母会総会のアンケートに対し
て、大学の回答を書面で明示したこ
とで従来より父母会役員から意見が
得られやすくなった。

・学生満足度は75.1%と目標を達成
することができたが、回答結果を踏
まえ引き続き満足度が向上する施策
を実施する。
・保護者満足度調査の回答率が低
かったため、実施時期を再度検討す
る計画である。
・引き続き父母会事務局と協力の
上、父母から得られた意見に対して
対応することで継続して大学の教育
活動の理解を得られるようにする。

（目標）実施率30％

戦
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学
生
の
受
け
入
れ

・学部

・研究科

・企画課

・入試広報
委員会

入学定員充足率を100％に
する。補佐的に志願倍
率、合格率、歩留率を設
定する。今後、福島県の
18歳人口が減少していく
ことから、福島県内の入
学者数を確保した上で、
県外からの入学者数を増
やす。

・遠隔広報（動画、DM、
HP、SNS、WEB版オープン
キャンパス）
・対面広報（オープンキャ
ンパス、高校ガイダンス、
進学ガイダンス、高校訪
問、高大連携、中学生向け
ガイダンス）

学部長

入学定員充足率 ◎
（目標）100％

（実績）70％

合格率
（目標）81.1％

（実績）98.4％

志願倍率
（目標）2.52倍

（実績）1.51倍

（目標）113人

（実績）83人

歩留率

離籍率

（目標）50.5％

（実績）48.6％

（実績）52.6％

（実績）1.40倍

（目標）81.1％

（実績）95.4％

（目標）50.5％

（実績）58.9％

（目標）2.52倍

入学までは、①認知、②接触、③来
校、④出願、⑤合格、⑥入学のプロ
セスを経ることを前提に広報を実
施。それぞれの段階において数値を
上げることを目標にしている。今年
度も、新型コロナウイルス感染症の
影響を受けた状況で広報活動を行う
こととなった。可能な限り効果的に
なるように遠隔広報と対面広報を組
み合わせて実施しており、取組は適
切であったと考えているが、入学定
員充足率の向上に至らず効果が低
かった。中学生向けガイダンスは、
中学生対象のものではなく、中学校
の養護教諭対象の出前講座を1件実
施するに留まった。

「①認知」対策は、高校訪問の延べ
数を増やす。「②接触」対策は、会
場ガイダンス、進学相談会に積極的
に参加する。「③来校」対策は、
オープンキャンパスの実施回数を増
やす。「④出願」対策として早い時
期に総合型選抜入試を２回実施する
こと、新たに学校推薦型選抜入試に
特待指定校推薦方式を導入する。な
お、看護学部の指定校推薦での出願
者が増えるよう、指定校枠を拡大す
る。地域別には県内の入学者を増や
すために、高大連携を強化し、大学
見学や出前講座の際に本学の教育の
特色を理解してもらうよう努める。

（目標）100％
対面広報、遠隔広報ともに回数、接
触人数を増加したものの、数値目標
には達しなかった。早急な改善が急
務である。

厳しさを増す外的要因、認知度・志
望度の低さなどの内的要因を分析
し、早急な改善を図るため、新体制
による検討、対応を行う。 （実績）76％

（目標）81.1％

（実績）95.2％

（目標）2.52倍

（実績）1.11倍

（目標）117人

（実績）60人

（目標）50.5％

（実績）49.7％

（目標）100％

戦
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財
務
状
況

・総務課

中期財務工程表をもとに
評価し、５年後までに収
支均衡させる

・支出を分析し、抑制を図
る
・資金繰り表を作成し支出
を管理する

理事会

（目標）▲8％

（実績）　50　件 （実績）72件

（実績）▲17.2％

（実績）　71件

【薬学部薬学科】市民講座；3件、
出前講座：11件
【看護学部看護学科】市民講座；0
件、出前講座：13件
【健康医療科学部作業療法学科】市
民講座；4件、出前講座：4件
【健康医療科学部理学療法学科】市
民講座；10件、出前講座：2件
【心理学部臨床心理学科】公開講座
（担当学科）：1件、市民講座；6
件、出前講座：18件

公開講座は、薬学部薬学科が担当学
科となり実施予定。各学部において
生涯学習活動の一環として、講演会
や研修会を実施を計画している。
2024年度も引き続き、積極的な対外
活動を実施し、地域への知識の提供
を通し、本学の認知度向上に努めて
いく。

公開講座参加者満足度 ◎

（目標）　70％

【薬学部】市民講座；5件、出前講
座：13件【看護学部】市民講座；7
件、出前講座：5件【健康医療科学
部（OT）】公開講座：1件、市民講
座；3件、出前講座：4件【健康医療
科学部（PT）】市民講座；6件、出
前講座：6件【心理学部】市民講
座；4件、出前講座：6件
目標件数15件を達成。

公開講座は心理学部が担当学科とな
り実施予定。各学部において生涯学
習活動の一環として、講演会や研修
会を実施を計画している。2023年度
も引き続き、積極的な対外活動を実
施し、地域への知識の提供を通し、
本学の認知度向上に努めていく。

（目標）　80％

生涯学習公開講座実施数
（公開講座・市民講座・出前講座

等）

（目標）　17　件

戦
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社
会
貢
献

　目標と実績

令和5年度に導入した学修成果可視
化システム（あおい）について、
初年次教育科目での利用を想定し
た仕組みの構築と、教職員への利
用講習会を実施する計画である。

（目標）100％

（実績）▲11.2％ （実績）▲15.3％

専門学校4校を含む2023年度学校法
人資金収支内訳表（学校別）を作
成。資金収支内訳表は、毎月の実績
額（見込額を含む）を記入し、前年
度の支出と大きく増額になる費用を
分析しながら支出の抑制を図った。
毎月、理事長へも報告すると供に関
係者にも報告してきた。

中期財務工程表をもとに収入・支出
のバランスのとれた予算書を作成
し、今年度の支出を分析し、次年度
の支出の抑制を図る。また、貸借対
照表の「運用資産－外部負債」がプ
ラスになるように運用管理する。教育活動収支差額比率

（教育活動資金収支差額/教育活
動資金収入計）

◎

（目標）▲15％

専門学校4校を含む2022年度学校法
人資金収支内訳表（学校別）を作
成。資金収支内訳表は、毎月の実績
額（見込額を含む）を記入し、前年
度の支出と大きく増額になる費用を
分析しながら支出の抑制を図った。
毎月、理事長へも報告すると供に関
係者にも報告してきた。

中期財務工程表をもとに収入・支出
のバランスのとれた予算書を作成
し、今年度の支出を分析し、次年度
の支出の抑制を図る。また、貸借対
照表の「運用資産－外部負債」がプ
ラスになるように運用管理する。

（目標）▲10％

（目標）　20件

（実績）　100％ （実績）100％

（目標）　15　件

・学部
・研究科
・企画課
・教務学生
課
・健康科学
RC運営委員
会

地域への知識の提供を目
的とし、公開講座や生涯
学習を開催することで認
知度を向上させる。

・公開講座を毎年開催する
・各学部の生涯学習活動を
実施する
・対外活動の管理を行う

企画課

県外者入学数

〔薬学部薬学科〕公開講座（担当
学科）：1件、市民講座：0件、出
前講座：7件
〔看護学部看護学科〕市民講座：0
件、出前講座：13件
〔健康医療科学部作業療法学科〕
市民講座：12件、出前講座：2件
〔健康医療科学部理学療法学科〕
市民講座：2件、出前講座：4件
〔心理学部臨床心理学科〕市民講
座：0件、出前講座：30件

公開講座は、看護学部看護学科が
担当学科となり実施予定。各学部
において生涯学習活動の一環とし
て、講演会や研修会等の実施を計
画している。
2025年度も引き続き、積極的な対
外活動を実施し、地域への知識の
提供を通し、本学の認知度向上に
努めていく。

専門学校4校を含む2024年度学校法
人資金収支内訳表（学校別）を作
成。資金収支内訳表は、毎月の実
績額（見込額を含む）を記入し、
前年度の支出と大きく増額になる
費用を分析しながら支出の抑制を
図った。毎月、理事長へも報告す
ると供に関係者にも報告してき
た。

中期財務工程表をもとに収入・支
出のバランスのとれた予算書を作
成し、今年度の支出を分析し、次
年度の支出の抑制を図る。また、
貸借対照表の「運用資産－外部負
債」がプラスになるように運用管
理する。

・学生満足度は89.8%と9割もの学
生が満足であるとの回答であっ
た。回答結果を踏まえ引き続き満
足度が向上する施策を実施する。
・保護者満足度調査について実施
時期を6月とすることで、入学時の
調査を行う予定である。
・引き続き父母会事務局と協力の
上、父母から得られた意見に対し
て対応することで継続して大学の
教育活動の理解を得られるように
する。

2024から取りやめ

・外部資金については、研究費募
集の案内を学内に随時周知してい
く。
・研究業績管理については、同様
の内容を大学HPの教員紹介に掲載
していることから、2024年度よ
り、ファイルによる業績管理を中
止。
・科研費採択率を向上させるた
め、有効的な研修会を検討し実施
していく。また、申請数次年度目
標を60％とする。

・無線LANについては、無線APを追
加整備(設置)し改善を図る。
・ICTシステム利用率については、
障害の退避策を実施後、アンケー
トを行う。

（目標）65％

高校生、保護者と直接対面で説明
できる機会を可能な限り得られる
よう活動したが、実施目標の入学
定員充足率100％には厳しい結果と
なった。

薬学部の募集停止、総合医療学部
の開設、と新たな学部・学科構成
とし、ニーズ調査において定員を
充足する結果を得ていることか
ら、戦略的な広報活動により次年
度に向け、計画していく。

（実績）34人

（目標）　85％

（実績）  74%

（実績)　―

(目標) 90%
・無線LANについては、学内ネット
ワーク全体での無線ＬＡＮ利用満
足度満足は5段階評価で前年の
3.17(63.4%)から3.10(62%)へ、推
奨度2.98(59.6%)から3.05(61%)へ
となり、大きな変化はなかった。
・ICTシステム利用率については、
アンケート設問の検討のみで終了
した。

（目標）23%

（目標）　7件

・外部研究費の公募案内を教員へ
随時周知した結果、外部研究費を8
件獲得した。
・研究業績管理については、同様
の内容を大学HPの教員紹介に掲載
していることから、2024年度よ
り、ファイルによる業績管理を中
止し、この内容で代替することと
した。現状では、98.8%(84/85)の
教員（助手を除く）について、業
績を表示している。
・科研費の採択率向上のため、申
請書の書き方説明会や個別相談会
を実施した。採択率は目標を下
回ったが、申請数は過去最高の41
件となった。

（実績）12.2%

（目標）128人

（目標）3.0％


